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自己紹介

あああ
2015年4月、オムロンに新卒入社

うえき たくや

植木 琢也（32歳）

2021年4月、コントローラの商品企画を担当

2022年4月、次世代のオートメーションプラットフォームの
商品企画を担当

IO-Link、EtherCAT®、EtherNet/IPTM、OPC UA、MQTT

コントローラのIoTのプロダクトマネージャーとして、OPC UAを担当。

SF2030の世界感を実現する新たなプラットフォームの
商品企画メンバー。その中で情報活用に注力し、OPC UAを担当。

新プラットフォーム推進G

FAネットワーク機能の商品開発を担当
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オムロンの事業内容と売上構成

57%

14%

11%

17%
1%

ヘルスケア事業
家庭での健康管理から医療現場まで
健康な暮らしをトータルにサポート
（電子血圧計、体温計など）

社会システム事業
快適で安全な社会生活を目指し
社会インフラのための多様なシステム
を提供（自動改札機・券売機、
太陽光発電用パワーコンディショナ、
蓄電システムなど）

2021年度売上高
7,629億円

制御機器事業

電子部品事業
幅広い分野で人と機械を
快適につなげる先進的な
電子部品を提供
（リレー、スイッチなど）

工場の自動化により、世界のモノづくり
革新をリードするオムロンの主力事業
（センサ、コントロール機器、ロボットなど）

本社他

(2022年3月末時点)
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制御機器事業 創出する価値・注力ドメイン

CONFIDENTIAL B

EV部品の
高効率生産

脱プラへの
包装技術の革新

製造能力増強と
超微細化

偽薬流通防止への
トレーサビリティ強化

物流業務の
自動化

デジタル 環境モビリティ 食品&日用品 医療 物流

エネルギー効率向上 ＆ 人手不足の解消・働きやすい生産現場の実現
業界共通

「持続可能な社会を支えるモノづくりの高度化」への貢献
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オムロン（制御機器事業）概要

CONFIDENTIAL B

ビジョン オートメーションで人、産業、地球の豊かな未来を創造する

「作るモノ」「作り方」「作る場所」「作る人」といった
モノづくり現場ニーズの変化をイノベーションで解決

労働力の不足製品の高度化 環境問題への対応

モノづくりの課題を解決するための価値創造コンセプト
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モノづくり現場が直面する新たな変化

不安定な社会情勢、需要急変動と従来からの課題や技術進化が相まって
人に頼り過ぎている現場のリスクが更に深刻化

生産人財不足
製造難度の高まり
熟練技術者不足
グローカリゼーション

・
・
・

高度な生産に早期対応
する人の習熟

特定人財へ頼り過ぎてきた
柔軟性の担保

ロボット導入加速
製造DX

5G
・
・
・

従来課題

技術進化
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社会的マテリアリティの要請

SDGs・ESG経営など企業の公器性を求める国際的な動きが加速

GHG、廃棄ロス削減など環境負荷の最小化 モノづくり現場での人権デューデリジェンス
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製造業が直面する数々のジレンマ

様々な要素が複合し複雑化した経営課題に向き合う難しいかじ取り

“労働生産性” と “人の尊厳” の両立
ワークライフバランスや働きがい

“経済合理性” と “環境還元” の両立
脱炭素という経営リスク

“資本生産性” と “柔軟性” の両立
人に頼り過ぎる現場のリスク拡大

“技術進化” と “人の習熟” の両立
人財確保と早期の戦力化



10Copyright：OMRON Corporation 2022 All Rights Reserved.

モノづくり革新コンセプトの進化 i-Automation!-Next

モノづくり革新を牽引しながら地球環境との共存と働きがいを実現するサステナビリティに向けたオートメーション

人と機械の高度協調人を超える自働化
新たな地球視点での現場生産性の最大化 人と機械が協調する新たな現場での働き方

intelligentintegrated interactive

デジタルエンジニアリング革新
デジタル三現主義による現場シームレス化

CONFIDENTIAL B
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モノづくり革新コンセプトの進化 i-Automation!-Next

 エネルギー制御と生産性を
両立する生産ライン

 変化を自律的に察知する設備
 匠の技と感性の再現

 知能化された機械が人を
支援する現場

 人と機械が柔軟に協調する現場
 人と機械のシームレスな連携

 ロボット統合コントローラとデジタル
ツインを組み合わせた製造管理

 匠を超えたデジタル保全
 現場と融合したバーチャル設備設計

人を超える自働化 人と機械の高度協調 デジタルエンジニアリング革新

CONFIDENTIAL B
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取り組み事例
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「脱炭素・環境負荷低減の実現」に向けたオムロンの目標

取り組み項目 2024年度目標

自社から排出されるGHG (*１)削減
(Scope1・２)

自社が販売した製品使用から
排出されるGHG削減

(Scope3 カテゴリー11)

2050年の”カーボンゼロ”実現に向けて、2024年度までにGHG排出総量を基
準年である2016年度比で「53%削減」する。そのために「省エネ・創エネの拡
大」と「国内全76拠点のカーボンゼロの実現(*2)」などに取り組む。

2030年度目標の「18%削減」（2016年度比）達成に向けて、1st Stage
では、各事業において新商品の省エネ設計を実施。同時に1st Stage期間中に
2030年度目標達成のシナリオを策定する(*3) 。

*1 GHG=Greenhouse Gas（温室効果ガス）。
*2 生産13拠点、非生産（本社・研究開発・販売）63拠点における自社の電力使用量により排出されるGHGが対象。
*3 Scope3の2050年目標は現時点では未定。今後の検証・検討を経て策定予定。

「脱炭素・環境負荷低減の実現」に向けた取り組み
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欧州の法規制対応するオムロンの取り組み

グローバルで、セキュアに安心して、データ流通・活用・取引を簡単に実現し、社会課題に挑戦、貢献
・設計・生産・保守までの情報連携によるエンジニアリングチェーンの革新の実現
・製造業におけるサプライチェーン革新の実現
・カーボンニュートラル・SDGsの達成

GAIA-X

環境
CO2
データ

電力 製造
データ

IDS

IDS

IDS

工場

サプライヤー 顧客
*2

*1

*1. 「GAIA-X」とは、2019年10月にドイツ政府・フランス政府が発表した、セキュリティとデータ主権を保護しつつ、データ流通を支援するためのインフラ構想
*2. 「IDS」：GAIA-Xのコア技術となるソフトウェアで、データを送受信するクラウドやデバイスに実装し、各データへのアクセスを制御できる仕組み
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GAIA-Xの先行実証実験

オムロンのOPC UAを標準搭載したNXシリーズコントローラと
NTT Comが開発したIDS(GAIA-Xの技術標準)を用いて構築したテストベッドを接続し、

国や企業の枠を超えたデータモデルの標準化や国際データ連携プラットフォームの実用性検証が完了

実験場所：
Step1：日本
Step2：日本ーオランダ

実験内容：
Step1：オムロンのコントローラとNTT ComのプラットフォームプロトをOPC UAで接続
Step2：オムロンのコントローラをNTT Comのプラットフォームプロトを介して、オランダの

共有データスペースに接続

・・・
・・・

日本 欧州

トライアル環境
（日本）

トライアル環境
（欧州）

OPC UA搭載コントローラ
NXシリーズ
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OPC UAよって共通のデータモデルでの通信が可能

OPC UAによって、デバイス/装置/クラウドまで、標準通信インターフェースで、セキュアに、
共通データモデルによるデータ通信が可能

特徴３．デバイス/装置の情報モデル （コンパニオン仕様）

特徴２．セキュアな接続・データ伝送

特徴１．
上位接続/装置間/フィールドレベルの機器接続

特徴4．AAS （Asset Administration Shell）

管理シェル 管理シェル管理シェル

・ ・ ・アセット（装置） アセット（ロボ）

標準化されたインターフェースで全てのアセットが互いに通信可能

出典：OPC UA協議会
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GAIA-Xの実証実験事例（カーボンニュートラル）

オムロンは、グローバルの工場間で、国際的に定義された温室効果ガス（GHG）の
サプライチェーン排出量（SCOPE値1）のデータ共有・交換・見える化を実現
日本（草津工場） オランダ工場 ラインレイアウト各拠点のCO2

変換データ

各工場の機器の電力消費量
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グローバルデータ連携基盤と生産現場の協調 2022年9月28日 報道発表

IT領域

OT領域

IT/OT
領域

データ連携
基盤

Gaia-X

SDPF Edge
withTrust®

データ連携
プラットフォーム

ロボット 画像センサー アクチュエーター

コントローラー
(制御データPlatform)

ロボット 画像センサー アクチュエーター

コントローラー
(制御データPlatform)

❶

❷

❸

5Gなどの
モバイル系ネットワーク

グローバル
ネットワーク

データの収集、
分析、活用

①欧州の各種データ連携基盤との相互接続を可能とするプラットフォームの実用化
②ITとOTをセキュアにつなぐデータマネジメントシステムの検証
③高い生産性とエネルギー効率を両立したモノづくり現場の実現の提供

CONFIDENTIAL B

Asset Administration Shell
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まとめ

 脱炭素・環境負荷低減の達成に向け、サプライチェーンでデータの共有・連携が必要

 サプライチェーンでのデータ共有・連携のために、製造現場は、データ連携基盤への対応が必要

 データ連携基盤への対応のために、製造現場は、ITシステムとの協調連携が必要

 異なるシステムの相互接続には共通データモデルが必要

 OPC UAのコンパニオン情報モデルおよびAASによって、共通データモデルでのデータ連携が可能に
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オムロン（制御機器事業）のビジョン

オートメーションで人、産業、地球の豊かな未来を創造する

CONFIDENTIAL B
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ご清聴ありがとうございました。

• “ i-Automation! ”はオムロンが提供する価値の方向性を示したコンセプトワードです。
生産現場における”制御進化“（integrated）、”知能化“（intelligent）、”人と機械の新たな協調へ（interactive）の
オートメーションでモノづくり革新に取り組んでいきます。

• EtherCAT®は、Beckhoff Automation GmbH（ドイツ）よりライセンスを受けた特許取得済み技術であり登録商標です。
• EtherNet/IPTMはODVAの商標です。
• その他記載されている会社名と製品名などにつきましては、各社の登録商標または商標です。
• 本資料で使用している製品写真や図にはイメージ画像が含まれており、実物とは異なる場合があります。
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